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■４条１項１１号

不服 2020-8410
＜本願商標＞

「ＬＡＢ ＤＩＡＭＯＮＤ」（標準文字）

第１４類「ダイヤモンドを用いた身飾品，ダイヤモンド，ダイヤモンドを用いた人工爪用人

造宝石」

※出願分割に係る新出願

＜結論＞

原査定を取り消す。本願商標は、登録すべきものとする。

＜原査定理由＞

引用商標：「ＬＯＶＥ ＤＩＡＭＯＮＤ」（標準文字）

第１４類「ダイヤモンドを使用した宝飾品」

＜理由＞

※読みやすくなるように、以下、当事務所にて下線や改行等を挿入しております。

（１）本願商標

本願商標は、・・・、「ＬＡＢ ＤＩＡＭＯＮＤ」の欧文字を標準文字で表してなるところ、

「ＬＡＢ」と「ＤＩＡＭＯＮＤ」の文字の間に空白を介してなるものであることから、両者

を組み合わせたものと容易に看取、把握されるといえるものである。

そして、本願商標の構成中、「ＬＡＢ」の欧文字は「実験室、研究所」を意味する「ｌａ

ｂｏｒａｔｏｒｙ」の英語の略である「ｌａｂ」（「ベーシックジーニアス英和辞典」（株式

会社大修館書店発行））を大文字表記したものであり、また、その構成中、「ＤＩＡＭＯＮＤ」

の欧文字は「ダイヤモンド」（前掲書）を意味する語であるが、これらを合わせた「ＬＡＢ

ＤＩＡＭＯＮＤ」の文字は、辞書等に載録されている語ではなく、特定の意味合いを有する

ものとして認識されているというような事情も見いだせないものである。
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そうすると、本願商標は、その構成文字に相応して「ラブダイヤモンド」の称呼を生じる

ものであり、特定の観念を生じないものである。

また、本願商標は、空白を介して上記の両語を結合してなるものと容易に認識されるとこ

ろ、「ＬＡＢ」の文字と「ＤＩＡＭＯＮＤ」の文字は、視覚上、分離して看取されるもので

ある。

そして、本願商標の構成中、「ＤＩＡＭＯＮＤ」の欧文字は、その指定商品との関係にお

いては商品の普通名称又は原材料を表すものと認識されるものであるから、自他商品の識

別標識としての機能を有さないか、又は、極めて弱いというのが相当である。

してみれば、本願商標は、その構成中、前半に位置する、「ＬＡＢ」の欧文字部分が、取

引者、需要者に対して商品の出所識別標識として強く支配的な印象を与えるものというこ

とができ、当該文字部分を要部として抽出し、この部分のみを他人の商標と比較して商標そ

のものの類否を判断することも許されるというべきである。

そうすると、本願商標は、構成全体から生じる「ラブダイヤモンド」の称呼のほか、要部

である「ＬＡＢ」の欧文字に相応して「ラブ」の称呼を生じ、「実験室、研究所」の観念を

生じるものである。

（２）引用商標

引用商標は、・・・、「ＬＯＶＥ ＤＩＡＭＯＮＤ」の欧文字を標準文字で表してなるとこ

ろ、「ＬＯＶＥ」と「ＤＩＡＭＯＮＤ」の文字の間に空白を介してなるものであることから、

両者を組み合わせたものと容易に看取、把握されるといえるものである。

そして、引用商標の構成中、「ＬＯＶＥ」の欧文字は「愛」の意味を有し、「ＤＩＡＭＯＮ

Ｄ」の欧文字は「ダイヤモンド」の意味を有する、いずれも平易な英単語である。

そうすると、いずれの語も我が国で親しまれた平易な英語であるから、本願商標は、その

構成全体から、各語義を組み合わせた「愛のダイヤモンド」ほどの観念を生じるというのが

相当であり、また、その構成文字に相応して「ラブダイヤモンド」の称呼を生じるものであ

る。

また、引用商標は、空白を介して上記の両語を結合してなるものと容易に認識されるもの

であるところ、「ＬＯＶＥ」の欧文字と「ＤＩＡＭＯＮＤ」の欧文字は、視覚上、分離して

観察されるものである。

そして、引用商標の構成中、「ＤＩＡＭＯＮＤ」の欧文字は、その指定商品との関係にお

いては商品の普通名称又は原材料を表すものと認識されるものであるから、自他商品の識
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別標識としての機能を有さないか、又は、極めて弱いというのが相当である。

してみれば、引用商標は、その構成中、前半に位置する「ＬＯＶＥ」の欧文字部分が、取

引者、需要者に対して商品の出所識別標識として強く支配的な印象を与えるものというこ

とができ、当該文字部分を要部として抽出し、この部分のみを他人の商標と比較して商標そ

のものの類否を判断することも許されるというべきである。

そうすると、引用商標は、構成全体から「ラブダイヤモンド」の称呼を生じ、各語義を組

み合わせた「愛のダイヤモンド」ほどの観念を生じるものであり、また、その構成中の要部

である「ＬＯＶＥ」の欧文字に相応して「ラブ」の称呼を生じ、「愛」の観念を生じるもの

である。

（３）本願商標と引用商標との類否について

本願商標と引用商標は、上記１及び２のとおりの構成よりなるところ、その全体の外観に

ついて検討すると、両商標は、前半部分の語頭の「Ｌ」の文字及びその後半部分の「ＤＩＡ

ＭＯＮＤ」の文字が共通するとしても、全体の構成文字数は、本願商標は１０文字、引用商

標は１１文字と異なるものであり、また、両商標の前半部分は、語頭以外の構成文字が異な

ることから、両商標は、外観において、明らかに区別できるものである。また、本願商標の

要部である「ＬＡＢ」の文字と引用商標の要部である「ＬＯＶＥ」の文字との比較において

も、構成文字数及び構成文字が異なることから、判然と区別できるものである。

そして、称呼については、本願商標全体から生じる「ラブダイヤモンド」及びその要部か

ら生じる「ラブ」の称呼と、引用商標全体から生じる「ラブダイヤモンド」及びその要部か

ら生じる「ラブ」の称呼とは、共通するものである。

さらに、観念については、本願商標は、その構成全体からは特定の観念を生じないもので

あるのに対し、引用商標は、その構成全体から「愛のダイヤモンド」の観念を生じるもので

あるから、両者は相紛れるおそれのないものである。また、本願商標の要部である「ＬＡＢ」

の欧文字からは「実験室、研究所」の観念を生じるのに対し、引用商標の要部である「ＬＯ

ＶＥ」の欧文字からは「愛」の観念を生じることから、両者は観念を異にするものである。

したがって、本願商標と引用商標は、称呼を共通にするとしても、外観において明確に区

別し得るものであり、また、観念においても相紛れるおそれのないもの又は異にするもので

あるから、それらの外観、称呼及び観念によって、取引者、需要者に与える印象、記憶、連

想等を総合して全体的に考察すれば、両商標は、相紛れるおそれのない、互いに非類似の商

標というべきである。

・・・（以下、略）
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弁理士コメント

本願商標「ＬＡＢ ＤＩＡＭＯＮＤ」と、引用商標「ＬＯＶＥ ＤＩＡＭＯＮＤ」は、称

呼を共通にするとしても、外観において明確に区別し得るものであり、また、観念において

も相紛れるおそれのないもの又は異にするものであるから、それらの外観、称呼及び観念に

よって取引者、需要者に与える印象、記憶、連想等を総合して全体的に考察すれば、両商標

は、相紛れるおそれのない互いに非類似の商標というべきである、と判断されました。

本事件では、両商標の外観及び観念の差異が、称呼の共通性を凌駕すると認定した上で、

総合的に見れば非類似の商標であると判断されたものと考えられます。

引用商標「ＬＯＶＥ ＤＩＡＭＯＮＤ」から、審決の言うように「愛のダイヤモンド」と

いう観念が生じるかは少々疑問ですが、要部とされた「ＬＡＢ」と「ＬＯＶＥ」を比較した

場合には、たしかに混同のおそれは生じにくいように思われます。

その点も踏まえ、近年の類否判断の傾向に基づけば、結論としては妥当と言えそうです。

（「ＤＩＡＭＯＮＤ」の語が分断されるかについては、議論の余地があるとは思います。）

ところで、このような審決が出されるたびに、いつも疑問に思うことがあります。

すなわち、両商標を欧文字で表記する場合はそれで良いかもしれませんが、「ラブダイアモ

ンド」とカタカナで表記した場合、それらの禁止権の取扱いはどうなるのかという疑問です。

本件の場合、日本で流通する商品であれば、商品分野からしても、たとえばインターネット

サイト上で、カタカナ表記がされる可能性は大いに有り得るのではないでしょうか。

この点、引用商標「ＬＯＶＥ ＤＩＡＭＯＮＤ」の商標権者からすれば、「ＬＯＶＥ Ｄ

ＩＡＭＯＮＤ」を商標登録していることにより、当然に「ラブダイアモンド」を使用しても

問題はないと理解しているのが普通と思われます。ですから、本願商標「ＬＡＢ ＤＩＡＭ

ＯＮＤ」が商標登録されることで生じる影響というのは、決して小さくはないはずです。

もし、これによって、引用商標権者が「ラブダイアモンド」の使用を躊躇しなければなら

ないとすれば、それはあまりに理不尽ではないでしょうか。そもそも、商標権者は常に後続

の商標登録を監視しなければならないことになりはしないでしょうか。また、小売業者など

の取引者が「ラブダイアモンド」と表記してしまった場合はどうすれば良いのでしょうか。

「称呼が共通しても、全体として非類似」という、最近では当たり前のようになった判断

手法ですが、もう少し慎重になされるべきではないかと思うのは、当職だけでしょうか。

（弁理士 永露 祥生）

＜２０２１年６月４日＞            


